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松野町新庁舎・防災拠点施設イメージ

松野町現庁舎

松野町﹁新庁舎建設に着手﹂
　現庁舎は、昭和30年の町村合併により誕生した松野町
の庁舎として、昭和36年に建設されたものです。建築か
ら58年が経過したことにより、老朽化や耐震化、来庁者
の利便性対策など各種の問題が生じ、この諸課題の解決
には、新庁舎の建設が必要となっています。
　新庁舎は、現庁舎敷地内の山村開発町民センター解体
跡地を建設地として、令和₂年₈月に着工し、令和₄年
₁月の供用開始を目指しています。
　新庁舎には、近年の災害発生状況に鑑み、災害対策機
能をより強化するため、「防災拠点施設」を併設します。
 【新庁舎概要】
・構　　造：₁階　鉄筋コンクリート
　　　　　　₂階　木造（一部ＣＬＴ活用）
・延床面積：2,543㎡（庁舎2,050㎡、防災拠点493㎡）
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
1
月
7
日
午
後

3
時
か
ら
ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松
山
2
階「
桜
の

間
」で「
第
3
回
全
員
連
絡
会
」を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、県
内
9
町
長
が
出
席
し
、次

項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

稲
本
会
長

₃　

協
議
事
項

　

⑴　

ふ
る
さ
と
財
団
の
事
業
概
要
に
つ

い
て

　
　
　

一
般
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財

団（
ふ
る
さ
と
財
団
）木
内
専
務
理
事

か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

愛
媛
県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡

事
項
に
つ
い
て

　
　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
に
つ
い
て

　
　

・
県
と
市
町
に
よ
る
人
財
の
有
効
活

用
に
つ
い
て

　
　

・
行
政
事
務
の
効
率
化
に
向
け
た
業

務
量
調
査
の
共
同
実
施
に
関
す
る

提
案
に
つ
い
て

　
　
　

三
木
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
か
ら

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑶　

本
会
第
73
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

右
記
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
総

会
次
第（
案
）、
役
割
分
担
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　
　

な
お
、
昨
年
度
に
続
き
、
今
年
度
も

総
会
終
了
後
に
県
議
長
会
と
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
く

こ
と
と
し
た
。

4　

報
告
事
項

　

⑴　
「
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
の
実
現
に
向

け
て
」
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
元
年
台
風
19
号
に
対
す
る
お

見
舞
い
に
つ
い
て

　

⑶　

愛
媛
県
自
治
会
館
建
て
替
え
に
つ

い
て

　

⑷　

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合（
自

治
労
）愛
媛
県
本
部
お
よ
び
日
本
自
治

体
労
働
組
合
総
連
合（
自
治
労
連
）愛

媛
県
本
部
か
ら
の
要
請
書
に
つ
い
て

　
　

以
上
、
事
務
局
長
が
報
告
し
、
一
同

了
承
し
た
。

5　

そ
の
他

　

・
次
回
本
会
全
員
連
絡
会
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
日
程

調
整
の
う
え
、
会
長
に
一
任
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

 

第
３
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

　
　
愛
媛
県
町
村
会

令和２年度地方財政対策等に関する研修会開催要領

１　目　　的
　　　今日の厳しい財政状況の中、地方は地方創生に取り組みつつ、

安定的に財政運営を行うことが求められている。
　　　こうした状況の中で、令和₂年度の予算編成に反映させるべき

地方交付税の見通しや主な制度改正などの地方財政の当面の課
題について理解を深めるため、令和２年度地方財政対策を中心と
する本研修会を開催する。

₂　日　　時　令和₂年１月₇日（火）13時00分～

₃　場　　所　愛媛県水産会館　₆階　大会議室
　　　　　　　住所：松山市二番町₄丁目₆番地₂
　　　　　　　※　会場利用者としての駐車場はありませんので、
　　　　　　　　近隣の有料駐車場をご利用下さい。

₄　対 象 者　各市町財政担当者等

₅　演題・講師　演題：令和₂年度地方財政対策の概要と
　　　　　　　　　　　　　　　　　地方財政の懸案事項について
　　　　　　　　講師：関西学院大学人間福祉学部
　　　　　　　　　　　大学院経済学研究科
　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　小西　砂千夫　氏

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
稲
本
隆
壽
内
子
町
長
）
は
、
1

月
7
日（
火
）、
愛
媛
県
水
産
会
館
で
「
令

和
2
年
度
地
方
財
政
対
策
等
に
関
す
る
研

地
方
財
政
対
策
等
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

1
／
7
　
公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

修
会
」
を
開
催
し
、
各
市
町
か
ら
42
名
が

出
席
し
た
。

　

講
師
は
関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部

大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
の
小
西
砂
千

夫
氏
。
令
和
2
年
度
の
地
方
財
政
対
策
全

般
に
つ
い
て
、
数
量
的
分
析
を
加
え
な
が

ら
鋭
く
解
説
。
市
町
の
担
当
者
に
と
っ
て

実
に
有
意
義
な
お
話
し
を
い
た
だ
い
た
。
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第
３
回
全
員
協
議
会
を
開
催

県
町
村
議
会
議
長
会　

　

令
和
元
年
度
第
3
回
全
員
協
議
会
が
、

1
月
16
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
「
N
O
S

A
I
え
ひ
め　

第
2
会
議
室
」
で
開
催
さ

れ
、
森
永
会
長
、
赤
松
副
会
長
、
池
本
上

島
町
議
長
、
日
野
久
万
高
原
町
議
長
、
加

藤
松
前
町
議
長
、
中
島
砥
部
町
議
長
、
木

嶋
伊
方
町
副
議
長
、
渡
邊
鬼
北
町
議
長
及

び
内
倉
愛
南
町
議
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
次
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

挨　

拶　
　

森
永
会
長

₃　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

次
の
と
お
り
指
名
し
た
。

　
　
　

加
藤
松
前
町
議
長

　
　
　

内
倉
愛
南
町
議
長

　
　
　

な
お
、
昨
年
に
続
き
今
回
も
、
議

事
終
了
後
に
県
町
村
会
と
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ

く
こ
と
と
し
た
。

　

⑺　
「
令
和
元
年
台
風
19
号
」被
災
地
へ

の
見
舞
金
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑻　

航
空
機
の
低
空
飛
行
問
題
に
つ
い

て

　
　
　

渡
邊
鬼
北
町
議
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、
本
会
と
し
て
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

₆　

そ
の
他

　

①　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
定
例
会
の
開
催
期
日
は
、
正

副
会
長
に
一
任
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

　

②　

そ
の
他

　
　
　

地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　

内
倉
愛
南
町
議
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、
本
会
と
し
て
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

令和₂年度事業計画（案）

₁．会　議
　⑴　定期総会　　　１回
　⑵　臨時総会　　　必要に応じ
　⑶　全員協議会　　必要に応じ
　⑷　監事会　　　　１回
　⑸　正副会長会　　必要に応じ
　⑹　事務局長会議　１回
₂．研修会
　⑴　第１回議員研修会
　　　　日時・会場　₇月16日（木）
　　　　　　　　　　メルパルク松山「ラフィーネ」
　　　　対　象　町議会議員及び議会事務局長等
　　　　講　師　元全国都道府県議会議長会事務局次長
　⑵　第₂回議員研修会
　　　（第61回四国地区町村議会議長会研修会と合同開催）
　　　　日時・会場　10月13日（火）
　　　　　　　　　　高松市「レグザムホール」
　　　　対　象　町議会議員及び議会事務局長等
　　　　講　師　未定
　⑶　議長研修　　　
　　①　議長視察研修
　　②　市町村アカデミー（千葉市）または国際文化ア

カデミー（大津市）への参加
　⑷　職員研修　
　　①　議会運営上の疑義に関する実務研修会　１回
　　②　「市町村議会事務局職員研修」（国際文化アカデ

ミー）への参加
　　③　全国町村議会事務局職員研修会への参加費助成
₃．政務活動
　⑴　町振興のための要望実現運動の実施
　⑵　系統議長会その他関係団体との連絡協調
　⑶　「町会報えひめ」の発行
　⑷　ホームページの充実
　⑸　町村議会実態調査の実施及び情報連絡
　⑹　優良議会、自治功労者、優良職員の表彰
　⑺　町議会議員名簿の作成
₄．福利厚生
　⑴　町村議会議員共済事業の推進
　⑵　全国町村議会議員団体補償制度に対する協力
₅．その他
　⑴　議長相互の協調及び情報連絡事業の積極的推進
　⑵　議会運営上の疑義についての照会に対する対応
　⑶　その他本会の目的達成のため必要と認められる事業

₄　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

専
決
処
分
に
つ
い
て

　

⑶　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
り
、
一

同
了
承
。

₅　

協　

議

　

⑴　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑵　

令
和
2
年
度
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑶　

令
和
2
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
①
会
費
の
分
賦
方

法
②
予
算
案
③
会
費
の
納
入
時
期
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
一
同
了
承
。
原

案
の
と
お
り
定
期
総
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑷　

令
和
2
年
度
共
済
事
業
特
別
会
計

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑸　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑹　

第
71
回
定
期
総
会
の
開
催
要
領
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、①
総
会
次
第
（
案
）

②
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
、
定
期
総
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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全
国
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
29

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
23
日
、「
全
国

町
村
議
員
会
館
・
会
議
室
」
で
開
催
さ
れ
、

関
係
県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約
60
人
が

出
席
。
本
県
か
ら
安
永
会
長
（
松
前
町
代

表
監
査
委
員
）
及
び
常
務
理
事
が
出
席
し

た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
日
本
大
学
総
合
科
学

研
究
所	

教
授
、弁
護
士
の
松
嶋
隆
弘
氏
か

ら
「
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
理
事
が

加
わ
っ
た
漁
業
協
同
組
合
の
理
事
会
の
決

議
の
効
力
（
最
判
平
成
28
年
1
月
22
日
民

監査機能の強化に関する要望

　すべての地方公共団体が自ら責任ある監査を実施するため、監査
の独立性・専門性をさらに強化する必要がある。
　よって、下記事項の実現を強く要望する。

記
₁　監査委員事務局の整備
　　監査委員事務局を必置制とし、事務局体制を整備すること。	
₂　監査委員費に係る財政措置の充実
　　監査委員報酬や監査委員事務局職員に係る費用など町村の監
査委員費について、財政措置を充実強化すること。
₃　監査委員の独立性の確保
　　監査の独立性を図るため、監査委員は議会による選挙とするこ
と。
　　　令和₂年１月23日
	 全国町村監査委員協議会　
	 第 29 回 定 期 総 会　

集
70
巻
1
号
84
頁
）」に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
、
こ
れ
を
聴
講
し
た
。

　

続
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
米
口
会
長

（
北
海
道
当
別
町
）の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

髙
月
副
会
長
（
岡
山
県
矢
掛
町
）
を
議
長

に
選
出
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

日
程
第
1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

日
程
第
2　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

会
長
か
ら
1
年
間
の
会
務
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

日
程
第
3　

議
案
第
1
号
「
平
成
30
年
度

収
支
決
算
」

　
　

那
須
監
事
（
島
根
県
飯
南
町
）
が
監

査
結
果
を
報
告
し
、
異
議
な
く
承
認
さ

決　　　議

　われわれ町村監査委員は、厳しい町村財政の中、行政に対する住
民の信頼を確保し、透明性のあるものとしていくため、日々研鑚を
積み努力を重ねている。
　しかしながら、町村における監査体制は脆弱であり、その課せら
れた義務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査委員費の
確保等監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日、ここに「全国町村監査委員協議会第29回定期総会」を開催
し、町村監査委員相互の緊密な連携のもと、決意を新たに、下記事
項の早期実現に向け、組織を挙げて邁進することを表明する。

記
₁　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監査委員事務局職
員を確保し、事務局体制を整備する。
₂　監査の充実を期するため、必要な監査委員費を確保し、監査委
員の職務にふさわしい報酬とする。
₃　全国の町村監査委員の声を結集するため、未加入団体の全国協
議会への早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　令和₂年１月23日
	 全国町村監査委員協議会　
	 第 29 回 定 期 総 会　

要望を提案する安永本県会長

れ
た
。

日
程
第
4　

議
案
第
2
号
「
令
和
2
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
を
議
決
。

日
程
第
5　

議
案
第
3
号
「
監
査
機
能
の

強
化
に
関
す
る
要
望
」
を
本
県
安
永
会

長
か
ら
朗
読
・
提
案
を
し
、
原
案
の
と

お
り
決
定
。

日
程
第
6　

議
案
第
4
号　
「
決
議
」を
原

案
の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
7　

協
議
第
1
号　
「
実
行
運
動

方
法
」
を
決
定
。

　

な
お
、
前
日
の
22
日
に
幹
事
会
が
開
催

さ
れ
、
常
務
理
事
が
出
席
。
総
会
提
出
案

件
の
事
前
協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
に
各
県
会
長
及

び
事
務
局
長
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

た
。
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

久
万
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅱ

◉
風
の
通
る
彫
刻
　
森
堯
茂 

点
と
線

�

　
　
～
5
月
10
日（
日
） 

　

　

上
島
町
岩
城
島
積
善
山
に
は
、
3
千
本

を
超
え
る
桜
が
植
樹
さ
れ
て
お
り
、
桜
色

に
彩
ら
れ
た
登
山
道
と
、
頂
上
展
望
台
か

　

森
堯
茂
（
1
9
2
2
～
2
0
1
7
）
は

四
国
中
央
市
生
ま
れ
。
50
年
代
以
降
、
鉄

と
の
交
わ
り
を
求
め
、
戦
後
の
彫
刻
の
旗

手
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ど
っ
し
り
と
し
た
塊
が
台
座
の
上
に
置

か
れ
て
い
た
、
そ
れ
ま
で
の
彫
刻
の
概
念

を
否
定
。彫
刻
の
中
に
空
間
を
生
み
出
し
、

地
面
と
の
接
点
の
少
な
い
新
た
な
彫
刻
の

制
作
に
挑
み
ま
す
。
点
で
支
え
る
彫
刻
を

可
能
に
し
た
素
材
は
鉄
。
鉄
は
戦
後
の
復

興
事
業
と
相
ま
っ
て
、
彫
刻
の
新
素
材
と

し
て
受
容
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
1
9
6
0
～
８
０
年
代
に
か

け
て
、
森
が
追
及
し
た
モ
ア
レ
構
造
（
規

則
的
な
模
様
を
重
ね
た
と
き
に
生
じ
る
模

様
）
の
彫
刻
を
中
心
に
展
観
し
ま
す
。

　
「
風
の
通
る
彫
刻
」と
呼
ば
れ
る
中
空
の

フ
ォ
ル
ム
を
有
し
た
彫
刻
は
、
視
線
が
通

り
抜
け
て
い
く
心
地
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。

一
貫
し
て
見
ら
れ
る
中
空
の
彫
刻
と
細
い

足
に
は
、
新
た
な
彫
刻
を
模
索
し
続
け
た

森
の
創
作
理
念
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

上 
島 
町

久
万
高
原
町

ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
瀬
戸
内
海
の
島
々
と

桜
の
眺
望
は
絶
景
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　

積
善
山
の
桜
は
元
々
自
生
し
て
い
た
も

の
で
は
な
く
、「
郷
土
を
美
し
く
し
よ

う
」
と
い
う
篤
志
家
故
前
田
重
作
翁

の
意
志
を
受
け
継
い
だ
青
年
団
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
同
級
会
な
ど
の
有
志
が

永
々
と
桜
を
植
え
続
け
、
現
在
の
景

観
を
形
成
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
今
に
引
き
継
が
れ

て
お
り
、
有
志
の
手
に
よ
る
桜
の
植

樹
や
手
入
れ
が
行
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
岩
城
島
住
民
の
不
断

の
努
力
で
育
て
ら
れ
た
「
積
善
山
三

千
本
桜
」
が
今
年
も
３
月
末
頃
で
満

開
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
に
上
島

町
を
訪
れ
る
際
に
は
、
岩
城
島
積
善

山
も
訪
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。

　
　
（
受
付
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

　
　
（
2
／
24
、
5
／
4
は
開
館
）、

　
　

2
／
25
、
4
／
30

●
観
覧
料

　

一　

般　

5
0
0（
4
0
0
）円

　

高
大
生　

4
0
0（
3
2
0
）円

　

小
中
生　

3
0
0（
2
4
0
）円

　

�

（ 

）内
は
団
体（
20
名
以
上
）の
料
金

●
問
い
合
わ
せ

　

町
立
久
万
美
術
館

　

℡ 

0
8
9
2
（
21
）
2
8
8
1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.kum

akogen.jp/

　
　

site/m
use/

森
堯
茂
《
L
の
空
間
》
1
9
6
5
年

◉
三
千
本
桜
で
お
も
て
な
し
！

　
岩
城
島
積
善
山
の
桜
が

　
3
月
末
頃
で
満
開
を
迎
え
ま
す
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１
月
の
会
と
催
し

▽
6
日
＝
2
0
2
0
年
年
賀
交
歓
会

▽
7
日
＝
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
₂
₀

　

₂
₀
年
年
賀
交
歓
会
、
令
和
2
年
度
地

方
財
政
対
策
等
に
関
す
る
研
修
会
、
愛

媛
県
町
村
会　

第
3
回
全
員
連
絡
会

▽
12
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
団
令
和
2
年
鏡
開
き
式

▽
14
日
＝
第
5
回
「
平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
に
係
る
義
援
金
」
配
分
委
員
会

▽
16
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
3

回
全
員
協
議
会

▽
20
日
＝
令
和
元
年
度
第
2
回
愛
媛
県
障

が
い
者
施
策
推
進
協
議
会

▽
21
日
＝
第
2
回
子
ど
も
の
愛
顔
応
援
県

民
会
議

　　
　

難
儀
な
生
き
物

　

今
年
は
、
十
二
支
の
一
番
目
に
あ
た
る

「
子
」
年
。
新
年
は
、
比
較
的
穏
や
か
に
明

け
た
。時
の
刻
み
に
、立
ち
止
ま
り
や
待
っ

た
無
し
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
昨
年
の
事

柄
は
、
終
わ
る
で
な
く
今
年
の
案
件
と
し

て
引
き
継
が
れ
て
行
く
。

　

昨
年
か
ら
今
年
へ
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
。

海
外
で
は
香
港
で
民
主
運
動
デ
モ
の
終
わ

り
が
見
え
て
こ
な
い
。
米
中
貿
易
、
英
国

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
日
韓
関
係
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
火
災
、
地
球
環
境
問
題
。
新

型
肺
炎
は
中
国
か
ら
各
国
へ
拡
大
。
国
内

に
あ
っ
て
は
、
新
天
皇
陛
下
即
位
に
よ
る

令
和
元
年
を
迎
え
た
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

第
2
次
電
池
発
明
の
吉
野
彰
氏
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

列
島
盛
り
上
が
り
。
渋
野
日
向
子
さ
ん
の

ゴ
ル
フ
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
優
勝
、
大
坂

な
お
み
さ
ん
の
テ
ニ
ス
全
豪
オ
ー
プ
ン
優

勝
ら
慶
事
な
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
方
や
京
都

の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
の
事
件
。
異
常
気
象
、

高
齢
者
自
動
車
事
故
、
あ
お
り
運
転
の
多

発
を
は
じ
め
理
解
に
苦
し
む
事
件
な
ど
事

欠
か
な
か
っ
た
3
6
5
日
は
、
新
事
案
を

交
え
て
今
年
へ
つ
づ
く
。

　

こ
れ
ら
内
外
の
様
々
な
問
題
は
、
自
然

へ
の
対
応
は
別
と
し
て
、「
相
手
と
自
分
」

「
理
性
と
常
識
」「
約
束
事
」「
自
欲
の
取
捨

選
択
」
な
ど
「
霊
長
・
人
間
」
と
し
て
各

人
が
、
理
解
・
意
識
し
、
善
行
展
開
す
れ

ば
い
と
も
簡
単
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
」
で
終
い

が
つ
く
は
ず
…
。
だ
が
宗
教
の
教
え
も
追

い
つ
か
な
い
と
こ
ろ
が
人
社
会
の
複
構
造

か
、
人
は
難
儀
な
生
き
物
で
あ
る
。

　

さ
り
と
て
、
正
論
は
常
に
声
高
く
広
く
、

主
張
は
限
り
な
く
繰
り
返
す
事
が
大
事
で

不
可
欠
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

あ
っ
て
、「
道
理
」
に
欠
け
る
国
が
あ
り
、

し
か
も
共
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命

に
あ
る
な
ら
ば
、
せ
め
て
我
が
国
内
だ
け

で
も
今
年
は
「
子
」
年
で
あ
る
一
つ
一
つ
細

や
か
に
四
方
八
方
に
気
配
り
し
、「
課
題
」

を
「
継
続
（
努
力
）
は
力
な
り
」
で
「
善
」

の
方
向
へ
変
換
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
さ
て
、
人
々
は
古
今
東
西
、
法
治

国
家
を
知
り
、
社
会
規
範
の
大
切
さ
を
知

り
つ
つ
、平
等
と
長
寿
を
求
め
て
き
た
。し

か
し
、
法
を
破
り
、“
金
・
金
”
に
も
の
を

言
わ
せ
て
場
外
に
逃
亡
。
法
廷
外
で
そ
の

司
法
を
批
判
し
、
自
己
の
正
当
性
を
饒
舌

す
る
難
儀
な
人
も
出
現
。
彼
の
昔
、
各
界

で
人
の
上
に
立
っ
た
者
や
成
功
者
は
、
全

私
財
を
投
げ
打
っ
て
世
の
た
め
に
尽
力
し

た
「
大
人
」
が
い
た
。

　

令
和
2
年
の
新
成
人
は
1
2
2
万
人
。

一
方
、昨
年
誕
生
者
は
90
万
人
を
切
り
、死

亡
者
は
1
3
0
万
を
越
し
た
。
人
口
減
少

の
道
に
あ
る
我
が
国
の
“
内
外
”
に
は
、

“
真
”が
通
じ
な
い
人
や
事
象
が
存
在
す
る

事
を
改
め
て
新
成
人
は
知
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
思
い
を
強
く
し
た
1
月
で
あ
る
。

�

　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
歴
史
は
、
人
間
を
賢
明
に
さ
せ
、
詩
は

気
の
利
い
た
人
間
を
つ
く
る
。
数
学
は

人
間
を
高
尚
に
さ
せ
、
自
然
哲
学
は
人

間
を
深
く
さ
せ
、
道
徳
は
人
間
を
重
々

し
く
さ
せ
、
倫
理
学
と
修
辞
学
は
人
間

を
論
争
上
手
に
さ
せ
る
。」

　
　
　
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン

�

　

英
国
の
哲
学
者
）

一

筆

▽
22
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
愛
媛
県
5
支

部
合
同
懇
談
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
連
絡
調
整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委

員
協
議
会
幹
事
会
、
全
国
町
村
監
査
委

員
協
議
会
役
員
会

▽
23
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

29
回
定
期
総
会
、
全
国
町
村
会
正
副
会

長
会
、（
一
財
）全
国
自
治
協
会
理
事
会
・

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
理
事
会
、

全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
町
村

会
長
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組

合
総
代
会
、
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会

長
交
流
会

▽
24
日
＝
全
国
退
職
手
当
組
合
協
議
会
代

表
者
会
議
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
支
部

事
務
局
長
会
議

▽
28
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
1
月
定
例
常

設
審
議
委
員
会
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